
(1)印度學佛教學研究第34巻 第2号 平成18年3月

rang gi mtshan nyid kyis grub pa再 論

福 田 洋 一

1は じ め に

rang gi mtshan nyid kyis grub paは,ツ ォンカバの中観思想で用い られ るキー概 念

の一つ で ある.と はい って も,ツ ォ ンカバ 自身 が それ につ いて 明示的 に考察 を

行 って いるわ けで はな く(す なわち,ッ ォンカバの議論の主題には登 らない.),こ の

概念 を使用 しなが ら自らの見解 を説明 し論 証 してい るにすぎな い.そ の こ とは,

この用語 の意味す る ところについて当時 の仏教界 ではあ る程度 のコンセ ンサスが

あった こ とを示 してい るⅣ しか し,残 念 なが らそ の伝 統 か ら外 れて い る我 々に

とって,こ の よ うに直接議論 の対 象 にな らない概念 を理 解す るこ とは非常 に困難

であ る.そ の意味 を理解 す るため には,様 々 な文例 を精 査 し,そ の前後 の文脈 か

ら意 味を帰 納 して い くほかはない.実 際 に,こ の用語 について これ まで多 くの研

究者 が注 目し,専 論 もい くつ か発 表 されて いる.特 に吉水 千鶴子氏 は,こ の用語

をタイ トル に冠 した一連 の論 文 において1),こ の 用語 を軸 にツォ ンカバ の中観 思

想 を分析 している.そ の中で吉水氏 はrang gi mtshan nyidを 自性rang bzhinな ど と

同義 とし,他 に依 る こ とな く存 在 して い る リアルな実在 と考 え,rang gi mtshan

nyid kyisと い う副詞句 を 「本 来 的に リアルなintrinsically real｣と い う様 態 的な意

味 で解釈 し,遍 計所執 の 「名称 や語 によって仮 設 され た ものming dang tshig gis

btags pa」 と逆 のあ り方 を指す,と 主張 されてい る.ま た松本 史朗氏は,自 立派 が

言説有 を 「意識に現れ る ことに よって設定 され る存在 」 と規定 し,そ れ が同時に

rang gi mtshan nyid kyis grub paで あ ると主張す ることか ら,こ の二つの規 定を比べ

て 「意識 に現れ るもの」=rang gi mtshan nyidで あ り,し たがってそれは直接 知覚

の対象 としての自相 の ことを指す,と 解釈 した2).

これ らの見解 に対 して,筆 者 はまずrang gi mtshan nyidが 直接 知覚の対象 として

の 自相 と異な る こと,そ して,kyisと い う具格 は 「として」 とい う同一性 を表 す

意味 ではな く,「 によって｣と い う根拠 ・原因の意味で ある ことを指摘 した3).そ
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の上 でrang gi mtshan nyidが 何 で あ り,そ れ によって成立す る とい うこ とが どうい

うことで あるか を,自 立派 と帰謬派 の理論 につ いて検討 した4).

そ の後,木 村誠 司氏 は筆者 の解釈 が当て はまる例 と当て はまらない例 を挙 げ ら

れ た3).ま た,吉 水氏 は英文で短 くコメ ン トされ,ツ ォ ンカバ の唯識 解釈 の用例

を検討 して いないこ とを理 由に筆者 の主張 を受 け入れ られ ない と述べ られた6).

これ らの指摘 を受 けて,本 稿 では ツオンカバ の 『善説 心髄(LN,Zhol版 のフォー

リオ ・行番号を挙げる)』 の唯識 思想解釈 におけ るrang gi mtshan nyid kyis grub paの

意 味 を考察す る とともに,筆 者の基本的な立場 をもう一度検討 したい と思 う.

2唯 識 派 ・自立 派 ・帰 謬 派 の 相 違

rang gi mtshan nyid kyis grub paとdon dam par yod pa(勝 義 の存在)と は異な った

系列 に属 す る述 語で あるが,ツ オ ンカバ は,大 乗仏教 の三派,唯 識派 と自立派 と

帰謬派 とで,こ れ らが異 なった関係 にある と考 えてい る7).

まず,唯 識 派の主張 ではrang gi mtshan nyid kyis grub paで あ るな らば,勝 義 の

存在 であ る,と され る.こ の場合,こ の勝 義の存在 は文字通 り実在す るもの とし

て承認 され る8).自 立派 は,言 説 において はrang gi mtshan nyid kyis grub paを 承 認

す るが,勝 義 におい ては,そ れ を承 認 しない.自 立派 は,存 在 して いるな らば,

それ はrang gi mtshan nyid kyis grub paで あ る と主 張す るので,勝 義 においてそれ

が承認 されない というこ とは,勝 義 の存在が承認 され ない とい うこ とを意味す る.

帰 謬派 は,rang gi mtshan nyid kyis grub paで あ るな らば,勝 義 の存在 でなければな

らない と考 え,さ らにその よ うな ものは世 俗 において も勝 義 にお いて も承認 しな

い.

この ような相違が ある というこ とは,そ れぞれ の立場でrang gi mtshan nyid kyis

grub paの 意 味づけや位置 づけが異な るとい うことを意味 してい る.言 い換 えれ ば,

rang gi mtshan nyid kyis grub paの 意 味を考 え る場合,ど の立場 での発 言であ るかを

考慮す る必要 があ る.と 同時 に,そ れ らに共通 の意 味 もあ るはずで ある.こ の よ

うに,個 々の立場 にお ける特殊 な意 味 と,全 体 に共通 す る一般的 な意味 とい う二

重 の視点 を念 頭に置いて考 えなければな らない.以 下,ま ず唯識思想 の記述 にお

いてツォ ンカバが どの ような意味 でrang gi mtshan nyid kyis grub paを 使 用 してい

るか を検討 し,そ れ を踏 まえて共通 の意味 を考 えてみ たい.
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3パ ラ フ レ ー ズ に 基 づ く解 釈

最初 に,思 想 内容 に入 るこ とな く,語 句 の言 い換 えな どか ら分 か ることを指摘

して お こう.以 下,ほ ぼ 同 じ構 造 について述 べ られ てい る文例 か ら,rang gi mt-

shan nyid kyis grub paに 対応 す るフレーズを,否 定形 は肯定形 に直 して列挙 す る.

Ito ldir ba bum pa'i tha snyad kyi (Tzhi 'am gnas yin pa de 1) Ito ldir ba'i gnas lugs sam rang gi mtshan 

nyid kyis grub na / 2) brda'i dbang gis ma bzhag par 'gyur la (LN, 3Ib1-2) 

gzugs zhes tha snyad btags pa'i tshe sngon po gzugs kyi tha snyad 'dogs pa'i gzhi yin pa de ji ltar 

snang ba ltas pas na 3) ming dang brdas bzhag pa min par 4) rang gi gnas lugs kyi dbang gis grub pa 

bzhin du snang ngo / / (I-N,30b6-31al) 

,) tha snyad kyi dbang gis bzhag pa'i yod pa la tha snyad du yod pa dang / de'i dbang gis bzhag pa 

min gyi rang gi mtshan nyid kyis yod pa la don dam par yod par bzhag pa ste / (LN, 21b2-3)

以上の文例で番号を付けた部分を抜き出すと

1) Ito Idir ba'i gnas lugs sam rang gi mtshan nyid kyis grub 

2) brda'i dbang gis bzhag 

3) ming clang brdas bzhag 

4) rang gi gnas lugs kyi dbang gis grub 

5) tha snyad kyi dbang gis bzhag

とな る.こ の うち,1)か らrang gi mtshan nyidが 対 象 のlto ldir ba'i gnas lugsと 等

置 される.ま た4)で はrang gi gnas lugsがrang gi mtshan nyidに 対 応 してい る と考

え られ,gnas lugsとmtshan nyidが 等 しいこ とを示 して いる.gnas lugsは 対 象 自身

の実 際の あ り方で あ り,mtshan nyidも 同様 の意 味 と解 す るこ とが で きる.一 方,

2題 のbrda,3)のming dang brda,5)のtha snyadは,同 じbzhagと い う動詞 に係

り,言 い換 えであ る.1)お よ び3題 で のgnas lugsな い しbrdaの 具 格表現 は,2),

4),5)で はkyi dbang gis,す なわ ち 「の力 によって｣と い う,明 示的に根拠 を意

味す る表現 で言い換 えられて いる.1)か ら4)ま で の文は,言 説が付与 され る基

体(tha snyad'dogs pa'i gzhi)が,あ る仮説 され たあ り方 の もの として,gnas lugsに

よって成立 して い る,な い しは名称 ・言説 に よって設定 される,と い うこ とを表

してい る.し たがって,gnas lugsか らbrdaに 至 るまでの語句 は,そ の基体が ある

もの として存在 してい るこ との根拠が言語 的な活動 にあるのか,そ れ ともその対

象 自身の存在 の仕方 に基 づ くのか,と い う対 立を表 して いるのであって,概 念的

存在 であ るのか本来 的に実在 す るもので あ るのか,と い う対立 を表現 してい るわ
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けで はない.

4遍 計 所 執 と増 益

以上 の語句 の置 き換 えや対応 関係 か らrang gi mtshan nyidとkyisの 意 味 はほぼ

明確 に規定 でき る.し か し,そ の思想 内容 は ツォンカバ の唯識 思想 の解釈 の中心

的話題 として重要 な もの で あ り,そ れ を調 べ るこ とで,rang gi mtshan nyid kyis

grub paの 思 想 的な意味が よ り明確 になる.ツ ォンカバ による唯識思想 の解釈 では,

三 性説,三 無 自性説,了 義 ・未了義 な どが重要な テーマ とな るが,rang gi mtShan

nyid kyis grub paが 意 味 を持 っているのは,遍 計所執 における増益 の構造 において

であ るので,本 稿 では この点のみを取 り上げ ることにす る.

ツ ォンカバ は遍計所執 とそれへの増益 の構造 について言葉 を変 えなが ら繰 り返

し述 べてい るが,ま とまった記述 として次 の ものがあ る.

kun brtags rang gi mtshan nyid kyis grub par 'dzin pa chos kyi bdag 'dzin du 'dod pal kun brtags ni 

phung po la sogs pa la 'di gzugs so zhes ngo bo dang 'di gzugs kyi skye ba'o zhes sogs khyad par du 

ming dang brdar btags pal ngo bo'o / / de tsam zhig to ni phung po la cogs pa yod pas der yod par 
'dzin pa sgro 'dogs min gyi phung sogs ngo bo der rang gi mtshan nyid kyis yod par 'dzin pa sgro 

'dogs so / / (LN
, 29b3-5)

遍計所執 とは,名 称 の基体 で ある蘊 な どに対 して,「 これは色で ある.｣と い うよ

うに,名 称 と記号 においてngo bo(こ のngo boと 次 のkhyad parに ついては次節で検討

する.)と して仮 設 され たngo boと,「 これは色 の生起 で ある.」 な どのkhyad par

と して仮設 されたngo boと で あ る.こ の遍計所執 には三 つの構成 要素が区別 され

る.(1)名 称 ・言説 の基体(蘊),(2)仮 設 された内容で あるngo boとkhyad par

(「色 である」「色の生起である」),(3)仮 設 の基 になるもの(名 称と記号).こ の うち,

(2)が 遍 計所執で ある.

そ の蘊 な どに,仮 設 され たngo boやkhyad parが あ る と言 うだけで あれ ば増益

とはな らない.そ のよ うなngo boやkhyad parがrang gi mtshan nyidに よ って根拠

付 け られてい る と考 える とき,そ れ は実際 に存在 していない ものを構想 してい る

ので増益 となる.rang gi mtshan nyidは,個 々の増益 を根拠付 ける個々別々の特質

の意 味であ る.こ こで は,上 の遍 計所 執 を元 に,二 つの捉 え方 を対比 す ることに

よって増益,す なわち法 我執(chos kyi bdag'dzin)の 有 り様 が示 され てい る.一 つ

は単 に 「で あ る｣と 捉 え るだ けの捉 え方,も う一つ は,「 これ これ であ る」 こと

が,こ れ これ であるもの 自身 の特質,す なわち存在 の仕方.(gnas lugs)に よって根
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拠付 け られてい ると捉 える捉 え方 であ る.言 うまで もな く,後 者 が,な いものを

ある と考 える増益 で ある.

この よ うに して,遍 計所 執 を構成 す る三 つの構 成要素 に加 え,増 益 には第四 の

要 素 が付 け加 わ る.す な わち(4)仮 設 され たngo bo(す な わち遍 計所 執題 が,

そ れ 自身のmtshan nyidに よ って成立 して いる と把握す る ことで ある.こ こで注意

を しな けれ ばな らないの は,rangと い う代名詞 が何 を指 してい るかであ る.表 現

の上で は,名 称 の基体 を指 して いるよ うに も受 け取 られか ねないが,正 し くは仮

設 されたngo boの 方 のみであ る.基 体 の方は依他起 で あ り,そ れ は唯識思想 にお

いてはrang gi mtshan nyid kyis grub paな ものだか らであ る.

5ngo boとkhyad par

そ れ で は,個 々のmtshan nyidに よ って根拠 付 け られ る(と 思いなされている),

遍 計所 執 のngo boとkhyad parと は,ど の よ うな もので あろ うか.こ の遍計所 執

の構造 とそれをngo boとkhyad par(実 際 にはbye brag)と 主 張す る典拠 は 『解深密

経(SNS,デ ル ゲ版No.106)』 に あ る.

gzugs kyi phung po zhes ngo bo nyid dam bye brag gi mtshan nyid du ming dang brdar rnarn par 

bzhag pa dang / gzugs kyi phung po skye'o zhe'am 'gag pa zhe'am gzugs kyi phung po spang ba 

dang yongs su shes pa zhes ngo bo nyid kyi rntshan nyid dam bye brag gi mtshan nyid du ming dang 

brdar rnam par bzhag pa/ (SNS, 35a2-4 = LN, 9b3-4)

こ の 文 章 にngo bo nyid(kyi mtshan nyid)dam bye brag gi mtshan nyidは 二 回 出 て く る

が,ツ ォ ン カ バ の 注 釈 に も あ る よ う に(LN,9b5),最 初 はngo bo nyid kyi mtshan

nyidを,二 度 目 はbye brag gi mtshan nyidを 指 す と考 え る べ き で あ ろ う.い ず れ の

場 合 も,「 設 定 さ れ る(rnam par bzhag)」 の 主 語 は 言 説 ・名 称 の 基 体 で あ る.

).実 在 す る 基 体 が,「 こ れ は 色 蘊 で あ る｣と い う よ う にngo bo nyid kyi mtshan

nyidと し て 名 称 ・記 号 に お い て 設 定 さ れ る.

2.実 在 す る 基 体 が 「色 蘊 が 生 じ る ・滅 す る.色 蘊 を 永 断 す る ・遍 知 す る.」 と い

う よ う に,bye brag gi mtshan nyidと し て 名 称 ・記 号 に お い て 設 定 さ れ る.

こ の 『解 深 密 経 』 の 引 用 がngo boとkhyad parの 最 も 詳 し い 具 体 例 で あ る.こ れ

に よ る と,ngo bo nyid kyi mtshan nyidは 「そ れ は 何 で あ る か 」 と い う 問 い に 対 す

る 答 え で あ る と言 え る9).個 々 の 対 象 に お い て 「こ れ は 何 で あ る か 」 と問 わ れ た
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ときの答 え は,見 方 に よって多少 のぶ れ はあ る として も,例 えば 「白い｣と か

「長 い」 とい うよ うな付帯的 な属 性 と一線 を画す るもので あ るこ とは明かで あろ

う.こ のngo bo nyid kyi mtshan nyidは,ま た 『解深密経』の別の箇所(SNS。25a2-

LN,3a2)で は,諸 蘊 の 「rang gi mtshan nyid｣と 言 及 され る.両 者 を比較 す れば,

ngo bo nyidがrangに 対 応 して いるのが分か る.た だ し,こ れ はrang gi mtshan nyid

kyis grub paのrang gi mtshan nyidを 指 してい るわ けで はない.今 問題 に して いる

ngo bo nyid kyi mtshan nyid,あ るいはrang gi mtshan nyidは,仮 設 され た遍計所執

であ り,そ れがrang gi mtshan nyidに よ って成立 している と捉 える ことが増益だか

らであ る.実 際,ツ ォンカバ 自身 は,遍 計執 され た ものについて はngo bo (nyid)

とい う用語 を使 い,rang gi mtshan nyidと い う言 い方 を しない.

bye brag gi mtshan nyidは,そ のngo bo nyidと して設 定 された もの につ いての

様 々な言 明に よって表現 され る事態 で ある.『 解深密経 』 の例 で は,色 蘊 を主語

として,そ れが 「生 じる ・滅 す る」 と言 われ,ま たそれ を目的語 として 「永断す

る ・遍知 す る｣と 言 われ る.こ れ らは 『解深密経 』の別の箇所(SNS,25a2-3=LN,

3a2)で は,skye ba'i mtshan nyid,jig pa'i mtshan nyid,spang ba dang yongs su shes pa

と言 及 されて いる.最 後 のspang baとyongs su shes paに はmtshan nyidが 付 け ら

れて いな いが,そ れがbye brag gi mtshan nyidで あ る こ とか ら,spang ba'i mtshan

nyidな い しyongs su shes pa'i mtshan nyidと 考 えて差 し支 えないであ ろう.こ れ ら

は,た とえば,「 色蘊 が生 じる.｣が 「生 じる ところの色蘊｣と い うように色蘊 を

修飾 す る限定要 素 として書 き直 す こ とがで き,そ う した場合 にそれ をkhyad par

(限定要素)と 呼ぶ こ とも肯 ける.こ れ らはngo bo nyidと して設 定 され たもの(色

蘊)の あ る特定 の側面(属 性 より広 い意 味で)を 表 す限定要素 であ る.

この二つ のmtshan nyidな い しngo bo nyidは,名 称 や記号 において設定 され る

もので あ る.ming dang brdarの 於 格 は,別 の箇 所 で はming dang brdasと 具 格 に

なっている.い ず れにせ よ,こ れを 「として｣と い う意味で考 え るべきではない.

これ らは名称 の基体 に対 して,こ れ らのngo boやmtshan nyid「 と して(du)｣仮

設 され る,な い しは設定 され るのであって,名 称 や記号 「として」 仮設 され る ・

設定 され るわ けではないか らで ある.名 称 や記号 は,Ⅳ の よ うに仮設 が行われ る

きっか け ・基 にな るもの と考 え られ る.名 称 を足 がか りとして,基 体 がその名称

に よって表 され るもの として想定 され るのであ る.

この よ うに名称 や言説 を基 に して仮設 された諸特質 は,そ の基体 に対 して 「～

であ る｣と 述定 でき るような ものであ り,そ の よ うに述定で き る根拠 が,そ れぞ
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れ のmtshan nyidで あ る,と い う関係 は,チ ベ ッ トの仏教文 献で使 われ るmtshan

mtshon gzhiと い う三 つ組 みの概念10)の うち,mtshon byaとmtshan nyidの 関 係 と

パ ラレルで あ る.も ち ろん,こ の三つ組 みの概 念 は必ず しも存在論 的な立場 を前

提 としてはいないが,そ の中でmtshan nyidを,単 に名称や概念 の述定根拠で はな

く,存 在論 的な根拠 として考 える立場 に立て ば,本 稿で述べ てきたrang gi mtshan

nyid kyis grub paと い う概念が出来上が るで あろ う.ツ ォンカバの帰謬派の立場 は

その ことを批判 していたのであ る11).

お わ りに

～mtshan nyid paと ～btags pa baと い う表現 が しば しば用 い られ る.「 真 の～｣

「仮 の～]な どと訳 され るが,こ れ は,上 で検 討 して きたrang gi mtshan nyid kyis

grub paとtha snyad du btags paの 対 比 に対応 して いる.こ の うち～mtshan nyid pa

は,正 確 にはmtshan nyid rdzogs pa,あ るいはmtshan nyid rdzogs par tshang ba,す

な わち 「その ものがその ものであ ると言 え るためのmtshannyidを 完 全 に備 えてい

るもの｣と い う意 味であ り,「 真 の～｣と い うの は,そ の原 意か らの意訳 であ る.

mtshan nyidを 完 備 してい る とい うのは,自 らのmtshan nyidに よ って成立 してい

ると言 うの とほぼ同 じ内容 であ る.ま た,自 うのmtshan nyidに よ って成立 して い

る ものは,bden par grub paで あ るの と同様,mtshan nyid paな もの は,真 な るもの

であ る ことに なる.も ち ろん,～mtshan nyid paは,rang gi mtshan nyid kyis grub

paが 有 す る存在論 的構造 を想定す る必要の ない一般 的な表現 ではあ るが,辞 書 的

な意味 の構造 は同型 である と言 っていいだろ う.

本 稿 で は,ツ ォ ンカバの唯識解釈 にお けるrang gi mtshan nyid kyis grub paの 意

味 を,遍 計所執 に対す る増益 の構 造 に焦点 を当てつつ検討 して きた.そ の増益 の

構造 自体 は唯識思想 に独特 の もので あるが,し か し,こ の術語 の辞書 的な意 味 自

体 は,他 の立場で の用法 と異 な るもので はない.す なわち,あ る存在(chos)が,

それ 自身 の設定根拠(mtshan nyid)に よ って成立 してい るこ とで ある.私 は何 も新

しい こ とを主張 してい るわけで はない.こ の ことは,例 えば ダライ ラマ14世 が

「つ ぼの本質が究極 的 に どう言 い表 され てい るか を考 えてみ る と,つ ぼ の存在 そ

の ものは,か な りあや ふやにな って きます.つ ぼが何で あるか とい うことは,一
        

種 の約束 ご ととして取 り決 め られてい るにす ぎませ ん.つ ぼをつぼ と呼ぶ根拠 は,

そ の形 にあ るのか,機 能 にあるのか,あ るい は材質 にあるのか(つ まり粘土や水な

どの混合物をつぼとよぶのか)と 考 えてい くと,『 つぼ』 とい うのは単 な る呼び名に
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す ぎない とわ か るで しょう.」(点 は筆者による)12)と 言 ってい るの と同 じこ とで あ

り,そ れ はおそ ら く現代 のゲル ク派 の学僧 が常識 として理解 してい るこ とで もあ

る.本 稿 では単 にそれをッォ ンカバの原典 に当たって確 認 したにすぎない.

1)紙 数の関係で全部を挙げられない.拙 稿 「自相 とrang gi mtshan nyid｣『江島恵教博士

追悼記念論集:空 と実在』春秋社,2000年,p.186,注4を 参照されたい.

2)松 本史朗 「ッォンカバにおける言説有の設定」『チベット仏教哲学』大蔵出版,1997

年,第6章.拙 稿 「ツォンカバにおける中観 自立派の存在論」『日本西蔵学会々報』

43,2000年,pp.23-24参 照.

3題 上記拙稿 「自相 とrang gi mtshan nyid」.

4)以 下 の拙稿参照.前 掲 「ッォンカバにおける中観自立派の存在論」.「ツォンカバの

中観思想における言語論的転回について」『印度学仏教学研究』52-2,2004年.「 ッォ

ンカバによる言説有の言語論的解釈｣『 印度学仏教学研究』53-2,2005年 .

3)木 村誠司 「ツォンカバの自相説に関する一報告｣『 駒澤短期大学研究紀要』32,2004

年.

6) Chizuko Yoshimizu, Tsong kha pa's Reevaluation of Candrakirti's Criticism of Autonomous 
Inference', Sv tantrika-Pr sangika Distinction, Ed. Georges Dreyfus & Sara McClintock, Boston,
2002, p.276.

7)以 下 の要 約 の典 拠 は紙 数 の 関係 で省 略 す る.

8題 木 村 氏 が 指 摘 す るrang gi mtshan nyid kyisを 「本 来｣あ るい は 「実 質 的 に｣と 訳 した

方 が 分 か りや す い とい う例 も,こ の 遍 充 関 係 を 念 頭 に置 け ば 説 明 が つ くで あ ろ う.後

に見 る よ うにrang gi mtshan nyid kyis grub paの 構 造 が 意 味 を 持 っ て くるの は,遍 計所 執

に 対 す る増 益 の 構 造 を 説 明 す る箇 所 で あ る.そ れ 以 外 の 場 合 に は,rang gi mtshan nyid

kyis grub paで あ るな ら ば,bden par(don dam par)grub paで あ るか ら,そ れ ぞ れ の語 句

の 中 で の構 造 の 違 い は な くな り,全 体 と して の 意 味 は 限 りな く近 づ く.し か し,そ の

こ とか らrang gi mtshan nyid kyisと い う修 飾 語 句 の 意 味 を,単 純 な 「本 来｣な どの様 相

的 な 意 味 で理 解 して い い とい う こ とに は な らな い.

9)ツ ォ ン カバ は別 の箇 所 で,dngos po de'i ngo bo nyid gang yin dris na ngo bo nyid gzugs yin

no zhes lan'debs...(LN,39b4-5)の よ う に,「 そ の実 在 物 のngoboは 何 か｣と い う問 い

に対 して,「ngo boは 色 で あ る｣と 答 え て い る.

10)拙 稿 「初 期 チベ ッ ト論 理 学 に お け るmtshan mtshon gzhi gsumを め ぐ る議 論 に つ い て 」

『日本 西蔵 学 会 々報 』49,2003年.

1題 前 掲 拙 稿 「ツ ォ ン カバ の 中観 思 想 に お け る言 語 論 的転 回 につ い て」 参 照.

12)ダ ライ ラ マ14世 テ ン ジ ン ・ギ ャ ツ ォ 『幸 福 論 』 塩 原 通 緒 訳,角 川 春 樹 事 務 所,

2000年,pp.32-33.

〈キ ー ワ ー ド〉 ツ ォ ン カバ,中 観 哲 学,rang gi mzshan nyid kyis grub pa

(大 谷 大 学 教 授)
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ruled by the Juqu沮 渠family(442-460).

198. On the Interpretation of PV III338-340 by mKhas grub rje 

Atsuki MURAKAMI 

This paper aims at studying the interpretation of PV III 338-340 by 

mKhas grub rje. He interprets these three verses as those which establish 

gzhan rig (other-cognition) of Yogacara. On the other hand, he has raised an 
objection to Tibetans who consider PV III 338 as presenting Sautrantika 

theory, and considers PV III 339-340 to present Yogacara theory. Such an 
interpretation can be traced to bLa ma dam pa bsod nams rgyal mtshan's PV 

commentary. Focusing on the difference of between both opinions, we ex-

amine why mKhas grub rje needed to understand these three verses as such. 
Most particularly, do these two commentators take PV 111 338 as presenting 

Sautrantika theory or Yogacara theory? 

199. Rang gi mtshan nyid kyis grub pa again 

Yoichi FUKUDA 

Rang gi mtshan nyid kyis grub pa is one of the key concepts of Tsong kha 

pa's Madhyamika philosophy, and Dr. Yoshimizu translates it as pertaining 
to what is "intrinsically real." In this paper, I investigate this concept in 

Tsong kha pa's interpretation of Yogacara philosophy. In my opinion, mtshan 
nyid refers to the reason or cause of the characters, postulated on the basis of 

mundane words or concepts, and kyis means "by the power of" (kyi dbang gis 
as paraphrased by Tsong kha pa himself). This concept reflects the mtshan mt-

shon gzhi gsum relationship unique to Tibetan Buddhist literature. In this re-
lationship, mtshan nyid means the reason for the predicate mtshon bya to the 

subject mtshan gzhi. If one takes this reason mtshan nyid as the real existent 

character of the postulated predicate mthon bya, then that person can grasp 

the concept of rang gi mtshan nyid kyis grub pa.
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